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異なる場所で異なる時間に異なるテストをおこ
なっても，被験者の能力が測定できる
測定精度をきめ細かく確認できる
複数のテスト間の結果の比較が容易

利点

項目反応理論とは

項目反応理論（IRT：item response theory）
「実践的な数理モデルに基づいた，テストを
作成，実施，評価するための理論」

設問 解答（回答）
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シチュエーション

n個の項目（設問）から構成されるテストを
N人の被験者（受験者）が受験する．
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項目特性曲線（ICC）
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被験者母数と項目母数（１/３）
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θ ・・・被験者母数

・・・項目母数
（2パラメータ・ロジスティックモデル）

正答確率が高くなる

（能力が高い）

が大きくなる
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被験者母数と項目母数（２/３）

難しい項目　　　　

曲線は右寄りになるが大きくなる

⇒

⇒jb
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被験者母数と項目母数（３/３）

jbθ =
易くなる被験者の能力を識別し

急になるにおける接線の傾きがが大きくなる

⇒

⇒ja

項目特性曲線
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項目母数の推定
被験者母数の推定

IRTの流れ

1項目

n項目

M

被験者 テスト

項目項目

項目
項目

尺度変換をして項目プールに追加

適当に項目を
選択して，

目的に合ったテスト
を作成する．

項目 項目プール

（項目のデータベース）

項目

項目 項目

新たな
項目

③テストの構成

合否の判定

①母数の推定
②等化

項目 項目 項目
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母数の推定
項目から構成）テスト n(

1項目

j項目

n項目

M

M

被験者（N 人）

1 i N

L L

受験

Ni θθθ LL1

テストの結果より推定

同時尤度法，周辺尤度法，ベイズ法，MCMC法， etc
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M

M

IRTの流れへ
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項目母数の等化

1項目

j項目

n項目

M

M

),( 11 ba

),( jj ba

),( nn ba

M

M

項目プール

（項目のデータベース）

項目母数が推定された，新たな項目

項目項目

項目
項目

),( *
1

*
1 ba

),( **
jj ba

),( **
nn ba

M

M

直接入れられない
（受験者が異なるか

ら）

等化により，項目プール
内の項目と比較可能

×

等化

項目 項目

項目

IRTの流れへ
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テストの構成（１/３）

1項目

j項目

n項目

M

M

項目項目

項目
項目

適当な項目を選択して，
目的にあったテストを

作成する

項目プール 作成されたテスト
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テストの構成（２/３）

目的とするテスト情報量（目標曲線）を設定し，
その曲線に合うように項目を選択する．）

))(1()(7.1)(
1

22 θθθ j

n

j
jj ppaI −=∑

=

テスト情報量：

))(1)((7.1)( 22 θθθ jjjj ppaI −=項目情報量：
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テストの構成（３/３）
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母数推定の例（１/５）
以下の空欄に入る適切な単語を(A)～(D)から選択せよ．

（※ 講演時は，設問内容および選択肢を示しましたが，
Ｗｅｂ上では公開しません．ご了承下さい．）

（設問１） ＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ．

選択肢 （Ａ） ○○○ （Ｂ）△ △ △ （Ｃ） □ □ □ （Ｄ） ×××

（設問２） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿ ．

選択肢 （Ａ） ○○○ （Ｂ）△ △ △ （Ｃ） □ □ □ （Ｄ） ×××

（設問３） ＿＿＿＿＿＿＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ．

選択肢 （Ａ） ○○○ （Ｂ）△ △ △ （Ｃ） □ □ □ （Ｄ） ×××
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母数推定の例（２/５）

10人の被験者が以下のように解答したとする

ID 設問１ 設問２ 設問３
1 C A C
2 C A B
3 D C B
4 A A A
5 D B B
6 D A C
7 D C B
8 D B C
9 D C D

10 C D D

ID 設問１ 設問２ 設問３
1 0 0 1
2 0 0 0
3 1 0 0
4 0 0 0
5 1 1 0
6 1 0 1
7 1 0 0
8 1 1 1
9 1 0 0

10 0 0 0

正答なら
1，誤答
なら0に

する
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母数推定の例（３/５）
項 目 特 性 曲 線
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設問１ 設問２ 設問３
a（識別力） 0.987 1.055 0.861
b（困難度） -0.362 1.169 0.802
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母数推定の例（４/５）

ID 設問１ 設問２ 設問３ 能力推定値
1 0 0 1 -0.12
2 0 0 0 -0.88
3 1 0 0 -0.02
4 0 0 0 -0.88
5 1 1 0 0.77
6 1 0 1 0.63
7 1 0 0 -0.02
8 1 1 1 1.44
9 1 0 0 -0.02

10 0 0 0 -0.88
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母数推定の例（５/５）
テスト情報量と項目情報量
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